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『萬葉集』を中心とする古代日本文学の比較文学的考察

研究概要 アピールポイント

  日本最古の和歌集である『萬葉集』を中心に、古代の日本文学に中

国文学がどのように受容されたかを主に研究しています。現在は次の

3つの視点で具体的な考察を進めています。

Ⅰ 知識人の教養となった『千字文』『孝経』などの初学書や奈良朝

に流行した初唐伝奇小説『遊仙窟』或いは書儀・書簡などの実用書・

通俗書の利用の跡を具体的に探る。

Ⅱ 大伴家持の和歌を同時代の大伴池主・大伴坂上郎女の和歌や、家

持が編纂に関わったであろう巻16の作品と比較対照することによっ

て、家持歌の表現上の特質を探る。

Ⅲ 平安時代初期の空海の文筆について、詩文や書簡を中心に検討す

る。原本系『玉篇』をはじめ空海が参照したであろう中国辞書(字書)

や初学書・実用書及び類書に留意しつつ、上代と連続する空海の教養

基盤を明らかにする。

これまで様々な機会に、一般の方々に向けて『萬葉集』の魅力をわかり

やすくお伝えする講演を行いました。ご参考までにいくつか挙げます。

①「桜井市の記紀萬葉歌碑」

　　（奈良女子大学社会連携センター公開講座 2017.09.24）

②「越の国の歌だより―書儀・書簡と家持の和歌―」

　　（高岡市万葉歴史館｢大伴家持歌をよむⅡ｣ 2018.09.08）

③「元号令和と萬葉集」（2019年奈良県友会総会 2019.06.08）

④「萬葉集の橘の歌」（奈良県立図書情報館公開講座 2019.09.22）

⑤「まほろばの国　やまと」（大和ハウス工業・奈良女子大学　地域共

生コラボレーションプログラム『万葉学習～万葉の庭で学ぶ～』第1回

2022.04.23)

⑥「古代の庭園―万葉集の歌から―」（同上『万葉学習～万葉の庭で学

ぶ～』第5回 2023.08.26)

⑦「大伴家持と大伴坂上郎女」(三郷町みさと万葉学会 2020.07.28)

⑧「聖徳太子の和歌と説話」(三郷町みさと万葉学習会2023.07.21）

※　会の趣旨に応じて内容や時間など調整いたしますので、気軽にご相

談ください。

萬葉学会,上代文学会,美夫君志会,萬葉語学文学研究会 

萬葉集、大伴家持、長歌、初学書、実用書
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